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 平成30年度（第62回）の「日本学生科学賞神奈川県

作品展」の展示会（10/3水～10/9火）および表彰式

（10/9火）が、県立青少年センターで開催されました。

当協議会の事務局がある県立青少年センターが主催、

会員である県教育委員会が後援です。 

県内各地域の予選会を通過した中高生の科学研究

作品136点が集まりました。県内の理科教員等が審査

委員となり審査が行われた結果、次の賞が決まりました。 
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 日常生活の中で、中高生が感じた疑問を課題

として取り上げ、研究したものが多くありました。 
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平成30年11月5日発行 

事務局：県立青少年センター 

科学部 科学支援課 

電話：046-222-6370 

日本学生科学賞神奈川県作品展 
日本学生科学賞県作品展 

《主催》 

神奈川県科学教育振興委員会 

神奈川県立青少年センター 

読売新聞横浜支局 

《後援》 

文部科学省 

神奈川県教育委員会 

横浜市教育委員会 

川崎市教育委員会 

テーマ選びのセンスが光る！ 

写真左（←）：展示および審査会の様子（青少年センター多目的プラザ） 
写真上（↑）：表彰式の様子（青少年センター研修室１） 
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 神奈川県知事賞（県大会の１位）の２作品は中央予備審査に出品され、これを通過すれば日本科学未来館

（東京）で開催される全国大会に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 今号で紹介した作品展の審査には、事務局の職員も加わりました。私が引
き付けられた研究タイトルは・・・「わたしのねんきん手帳」。「ねんきん」
というと、私たちの年齢として思い浮かべるのは｢年金｣！ しかしこの研究
の「ねんきん」は、「粘菌」のことでした！ 年金が気になる年頃の審査員
をターゲットとしたネーミングにまんまと釣り上げられた感じがしました。 

（事務局：村上、髙相、山田、宮城） 

事務局から 

事務局（科学部）移転 


